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＊凡　例
1．本［資料］は，前掲資料から，基礎学校国語科（＝ドイツ語科；以下，国語科）カリ
キュラムに該当する箇所を抽出・再編成したものである。
2．各学年のカリキュラム提示の仕方は，その各学習領域に対して次のようになっている。
目　標
‾亨膏藩壷方南壷丁画面
3．本［資料］中で用いられる記号とその内容は以下の通りである。
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＝〉
－－ン
とりわけ重要な箇所
配当時間
教科統合的テーマ・2との関わり
他教科との関わり
ー1我が国の【学習指導要領】相当する学校教育のカリキュラム規定は，ドイツでは州によって，例えば，
”Lehrplan”，“RIChtlinien　　“Rahmenplan”といったように，異なる名称で呼ばれている。バーデン・ヴ
ユルテムベルク州では，“L鳥hrplan”（教授計画）あるいは“Bildungsplan”（教育計画）か用いられるか，
公教育における性格および内容上我が国の【学習指導要領】と対応するため，この譜を用いた。
なお，同州の【学習指導要領】および国語科カリキュラムに関する報告は，平成7年度文部省「教育課程
に関する基礎的調査研究」委嘱研究報告書F諸外国のカリキュラム基準及びその運用実態に関する調査研究j
（海外カリキュラム研究会；研究代表者／秦明夫）の中ですでになされているか，部分的であり，不備な点
か多いため，本［資料］として改めて取り扱うことにした。
r2　Facherverbindende Themerl：従来の教科の枠内だけでは取り扱うことのできないテーマに対して，教科の枠
を超えてテーマに関連する諸教科か協力的に結び合わされる総合学習の構想。教科統合的テーマの一覧を，
本［資料］の末尾に参考資料として付した。
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第1・′2学年　一入門期教育一
学習領域1：お互いに話そう　〈35時間〉
入門期の児童の発話は，著しく連想的であり，まだほとんど他者に関係づけられていな
い。したがって，自由に語ることから出発して，徐々に相手に関連した発話の形式に到達
することが授業の目標である。舞台風に劇を演じることや，情報を集めたり与えたりする
ことが，その展開を促進する。傾聴し，相手に最後まで喋らせる心構え，単純な話し合い
のルールや慣習的なコトバの遵守が展開されなければならないし，それらのことが状況や
相手と関連づけなから話すことの中で拡充され，深められなくてはならない。入門期の授
業において，子どもたちは，音声の知覚や明確な発音ぶりを通して，自分自身の発話に意
識的になることも学ぶ。このことは，単に相互理解のためだけでなく，読み書き学習のた
めの重要な前提である。文字言語を習得することと関連して，第1学年から念入りに標準
語の手ほどきがなされるべきであるが，それと並んで，子どもが何かを語るときには，特
別に方言も授業の中で意味を持ってくる。
学習活動内容
語ることと傾聴
指導上の留意点
朝の会や終わりの会のような学校の儀礼的活動や大
小のグループによる授業の場で，子どもの伝達欲求
のための自由空間を作る。
日常体験や特別な体験を語る　　学校での日常生活，自由時間，休暇；祝祭日と休暇
子どもの様々な文化圏を顧慮する。
第2学年では，徐々に語りの連関に配慮する。
規定にしたがって語ったり，⇒5テーマの規定，絵・写真，文字テクスト，対象物；
想像力豊かに語る
舞台風の表現形成
演技力の促進
モノを使って演じる
個人的に演じる
自分自身や他者に情報を与える
情報を集めたり与えたりする
感覚的印象。
⇒4異文化間的な可能性を利用する。
プロジェクト学習にふさわしい
造形科；学習領域4「演技／ノァクション」
家庭科；学習領域5「覆面／ノ仮装」。
⇒8歌唱劇，円になっての演技，運動演技。
⇒1
声の調子を試す：大声で話したり小声で話したり，
囁いたりする。
指人形，棒人形，影絵。
演技手と話し手の役割を分ける。
コトバを用いずに演技する，言語外手段を試す。
役割遊び；ミニシアター。
自分の人格や周囲の世界についての情報。
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質問一回答
互いに交流し合う
話し合いを導入する：
傾聴の心構えを展開する
傾聴一最後まで喋らせる
単純な話し合いのルールを取
り決める：
発言の意志表示をする－発言
権を渡す一質問をする
慣習的なコトバに出会う：
出会いの挨拶一別れの挨拶
願いの表現／請う一感謝する
祝いの表現
誰かを招待する表現
お詫びの表現
練　習
明瞭な発音
様々な種類のテクストの朗読
標準語の発音練習
傾　聴
通学路，交通場面での行動。
遊技規則や学習材の説明。
質問や問い合わせによって情報を得る。
第2学年では，意図的な質問や回答が徐々に配慮さ
れる。　→　郷土科・生活科の全ての学習領域。
⇒1自己紹介ゲーム，集団ゲーム。
】
⇒10どれほど快活であるか，悲しみに溢れているか，
＝⇒9
?
?
怒っているか，声の響きを解釈する。
なぞなぞ，コトバを続けるゲーム。
アイ・コンタクトをとる，名前で呼ぶ。
話し合いのルールの必要性について省察する。
日常的な状況や特別な状況を取り上げる。
方言や子どもの母語における単純な形式に出会う。
即興劇，人形劇，役割遊びの中で，様々な表現可能
性を発見し，評価し，試してみる。
電話で話す場合の特別な習慣を顧慮する。
鏡；振動，呼吸練習；カセットレコーダー。
早口ことばのような発声連動の練習。
声を用いたゲーム：長音，短音，ポーズ；大きく－
小さく，高く一低く。
リズミカルに話す；有節発声；韻，韻文。
短い詩を暗記して朗読。
どもりや言語障害をもつ子どもに対する支援措置が
配慮される。
方言や多言語を顧慮する。
目くぼせのような傾注練習；騒音を聞き解釈する。
→　郷土科・生活科；学習領域2「感覚で世界を
捉える」
→　音楽科；学習領域2「聞く」
→　体育科；経験・学習領域1「スポーツをする
／′個別的体験」
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学習領域2：読みと理解　〈145時間〉
読むことができること，読みたいと思うことは，必ずしも全ての子どもが入学時に備え
ているわけではない基本的な前提を必要とする。そのようなレディネスは，多様なテクス
トとの刺激的な読みの交流を通して促進される。子どもたちは具体的な行為状況の中で，
意味連関における伝達の特別な形式として文字に出会う。そこから出発して，音と文字の
関係や，単語および文の選り分けが習得され，その意味で，読むことと書くことは最初か
ら連関の中で捉えられるのである。子どもたちが決まって最初に目にする文字は活字体で
ある。したがって，活字体で書くことと印刷が読みの課程を支援する。第1学年の終わり
には，練習した単純な短いテクストを読むことができるようになり，第2学年の終わりご
ろには，読みの学習過程は一通り完結しているようになるべきである。
子どもたちが自立的に読むようになるように，最初から読みの課程において，朗読，本
との交わり，あらゆる種類のテクストをどんどん自分で選ぶことを通して，文学教育が統
合されねばならない。読むことを学んだり，継続して読んだりする場合に，それぞれの子
どもは自分独自の読み方や読みの困難を持つ。；それゆえ，分化された個別的な指導も必
要不可欠なものとなる。
読もうとする気を起こさせる
読書環境を共同形成する
読み物を自立的に選択する
自由な読書時間を利用する
読みの基礎づけをする　　　　⇒1
伝達の約束的形式として文字
を認知する
知覚の拡張と分化
聴覚による知覚
視覚による知覚
リズムやメロディー，発音に
よる知覚
朗読や，自由に出入りできる読書コーナーに多様で
興味をわかせる読み物を準備することによって，読
みの動機づけを展開し，促進する。
→　郷土科・生活科；学習領域3「空間と時間」
自由に選んだ読み物を眺めたり読んだりする特別な
時間を認める。
身の回りで文字を発見する；文字というものは，選
択され，理解され得るものであることを認識する；
図形記号やピクトグラム（国際通用の絵文字）など
の図記号を解釈する；書かれた自分の名前を認識す
る。　→　郷土科・生活科；学習領域2
「基本的経験と幾何学」
⇒2入門期教育の全ての領域において。
孤立した練習単元の形ではなく。
騒音，響き，音声を分化し，つきとめ，共通性を確
認する；注意力を高める。
形一基礎一知覚。記号を再認識し区別する。
その際，形式の不変性や空間状態を顧慮する。
リズムを認識し，それに合わせて拍子をとり，動き
に転換する。長音，短音，ポーズを区別する。
→　音楽科；学習領域1「歌唱と演奏」
音声／ノ音声の結びつきを形成し，明確に発声する。
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触覚や運動感覚による知覚
読むことを学ぶ
限定された数の単語の習得と
定着
音声と文字の関係の習得と定
着
語構造の習得：馴染みのある
語の構築と解体：
新しい語の形成
新しい語の合成とその意味内
容の読み取り
第1学年における文と短いテ
クストの読み取り
第2学年における単純なテク
ストの流暢な読み
方言や多言語を顧慮する。
肉体の知覚や空間での位置感覚を鍛える；
目の動きや手振りを顧慮する。
→　体育科；経験・学習領域1「スポーツをす
．る／個別的経験」
子どもたちが決まって最初に目にする文字は活字体
である。結合した文字の習得は，先の基盤を保証し
た後で，平行的に行われるのではなく，時間の順を
追って読みの教育課程へ移される。読みの学習は，
常に意味連関の中で行われるのである。読みの学習
は，幾つかの部分的行為から構成され，それらは読
みの学習過程の中で絶えず互いに関係づけられ，結
び合わされなくてはならない。その部分的行為とは
音声と文字の関係の分析，音声／文字をコトバへ統
合，意味全体の読み取りなどである。
子どもの家庭での母語を考慮する。
語一絵の分類，文の形成，文の置き換えを通して。
十分に準備された幾つかの単語からクラスに関係す
る学習語彙の構築。
文字／′文字結合の分解や再認識；文字／文字結合に
対する音声／音声結合の分類。第2学年では，難し
い音声／文字結合に対する安全策を講じる。
入門期には，類似した文字／′音声を直接的に対照さ
せてはならない！au，云u，eu，ei，qu，St，SPに特別な
注意が必要である。これらの文字結合は，Ch，SCh，
ic，Ckと同様に，統一一体として取り扱う。
個別的な初期状態と異なる学習方法を考慮。
一つの単語における正確な音の連続の認識。
単純な構造を持った語の応用。
文字／′文字結合の置き換え，取り除き，付け加え。
多様な学習材の助けを借りて，行為したり発見した
りしなから学習。
子どもの世界から選び出したテクスト，子どもが自
分で書いたテクスト，適当な表現で書かれた詩；
意味の取り出しの助けとしての活発印刷の形態。
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読みの態度を切り開く：
楽しみながら読む
リズムを作りながら読む
情報を得ながら読む
筋を追いながら読む
子ども向けの話，動物物語，
笑話，メルヘン，韻，韻文，
言語を用いたゲーム，詩，な
ぞなぞ，単純な説明的テクス
トに留意する
本や他のメディアと交わる
⇒3読むことは，意図や接近の仕方それぞれに応じて，
⇒4それに相応しい読みの態度を必要とする。
⇒6子ども雑誌や子ども百科事典から引いたテクスト。
カセットや映画も考慮に入れる。；子どもの母語で
書かれた単純な韻文；郷土周辺のお祭り集団や年間
サークルに関するテクスト。
⇒5授業テーマに対して，適切に絵本，児童図書，読み
一冊の本をみんなで読む
意味を明らかにしなから読んだ
り理解するための基礎
内容を明らかにする：
登場人物の重要な行動や閻有
性を見つけ出す
テクスト／詩を意に添うよう
に形成する：
テクストを朗読・発表する
短い韻文や詩を暗記して発表
する
テクストを美的に形成する
テクストを変形する
練　習
読むことを学ぶ
の初学者のための案内書，子ども雑誌，映画，カセ
ットを探し，授業に組み入れ，朗読したり，一緒に
考察したりする；絵や自分で書いたテクストから，
自分で本を制作する。
校内印刷所。
→　郷土科・生活科；学習領域6
「メディアと消費」
プロジェクト風の学習に通している。
重要な箇所に印をつけたり，配置を変更されたテク
ストを正しい順番に並べ替えたり，補足したり，続
きを考えたり，読んだ（聞いた）通りのものを語り
直したりする。分け与えられた役割で読む。
朗読と発表を規則正しく授業や学校生活の型に組み
入れる。
句読点を顧慮する。
子どもの母語で書かれた短いテクストも援用する。
→　造形科；学習領域1「記号と図形」
単語や文の部分，幾つかの文を用いたゲーム。
テクストを絵や続き絵に転換したり，それにリズム
や動作をつけたりする。
テクスト／ノ‘テクストの部分を対話表現や舞台表現に
転換する。
遊技的で行為志向的な形式。
語頭音，語中音，語末音，音の連なりについて質問
し答えさせる。幾つかの単語を組み合わせたり，解
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継続的に読む
意味を読み取る
体したりする。互いに結びついて一つの形を取って
いる語結合を，一つの統一体としてゆだねる。
音声／′文字を取り除いたり，付け加えたり，置き換
えたりする。意味が変わることにも注意する。
語配列を形成する。
単語を構成要素に分ける。
語を広げながら読む。
文の区切れを認識し，間を取る。
様々な文字の種類や配列のテクストを読む。
語，テクスト，絵を関係づける。
意味の分からない単語を見つけ出す。
並び変えられた短いテクストを正しく直す。
学習領域3：言語を調べよう　く20時間〉
文字を獲得するとともに，言語というメディアは子どもにとって対象として捉えること
ができるものとなる。それによって，今度は，言語を具体的なコミュニケーション連関か
ら切り離して調べることも可能になる。子どもたちは，小さな統一体からより大きな統一
体がどのように形成されるのか，そして，より大きな統一体はより小さな統一体へどのよ
うに分節することができるのか，を理解することを学ぶ。つまり彼らは，譜や文とはいか
なるものか，ということを学ぶであろうし，また，新しい語を形成したり，よく知ってい
る語を整理したりすることを学ぶのである。言語統一体の調査や考察のためには，言語と
の行為的な交わりが必要である。言語を調査する方法は，具体的な連関の中で導入され，
具体的な学習材を用いて実施されるべきである。書くこと，読むこと，言語を調べること
は，入門期教育においては，互いに密接に関係づけられている。第1学年では，音声と文
字の区別，意味のまとまりとして語を理解すること，情報のまとまりとして文を理解する
ことが保証されるべきであろう。詳しい概念上の区別を始めることもできるが，文法用語
の導入は，第2学年に譲られる。
言語を経験可能なものにする
1
言語手段を調べる
音声一文字
l
】
区別：子音一母音，特にウムi
ラウトえ，6フd；二重母音
単語を整理する
品詞に出会う
遊技的に交わり，具体的な行為状況の中で，具体的
な学習材を用いて，響きやリズムとして，情報，表
現，要求の手段として言語に出会う。
単語を音節に分けてきちんと発音する：第1学年。
音声と文字の名前：第2学年。
第2学年における概念上の区別。
取り扱った品詞の概念上の区別は，第2学年になっ
てから行う。
他の語に結びつけられるという機能・可能性の観点
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や，形式の多様性の中で品詞に出会う。
モノの名前を示す語一同伴者
固有名詞
行為を示す語（動詞）
どんなを示す語（形容詞）
一つの語の様々な形（活用）
に出会う：
単数形一複数形
基本形一人称変化
一緒になって一つの意味のま
とまりを形成する幾つかの単
語の配列として文に出会う
文種：平叙文一疑問文一
要求文
言語の多様性に出会う
語を形成する（造語）：
合成
派生
一つの語場へ単語を整理する
⇒1名前，略称，愛称
言語を経験し調べるための基礎
行為しなから言語と交わる
語を分節する
色んな言語で一つの名前をどのように表現するか
女子名：独）Johanna，仏）Jeane，伊）Joanna，
男子名：独）Andreas，仏）Andr6，伊）Arldrea。
辞書で調べるために，K励mme－Kamm（名詞「櫛
の複数形と単数形）や，Siehst－Sehen（動詞「見
る」の二人称単数形と基本形）のように並べる。
基本形一人称変化の概念上の区別は，第3学年にな
って行われる。
具体的な学習材を用いて重文を形成したり，文を組
み立てたり拡張したり，単語の配置を換えたり他の
語と置き換えたりする。
“Vogelhaus（鳥小屋）”ような単純な合成。
縮小形。
第2学年で，an－，auS－，auf・，ab－，ein－，her－のような場
所に関する意味を持つ接頭語基を取り上げる。
意味連関の中での練習。
似たような意味を持つ単語をまとめる：
Haus（家），H血e（小屋）．，gehen（行く），
h軸庖n（走り回る）…。
言語を用いた実験は広がりのある空間を有している
が，単語カードや文を用いたゲームなどの具体的な
学習材で行われる。
語の分節。
第1学年；音節ごとに正確に発音する。
第2学年；語を構成する字母の区切り読み。
音素にしたかったリズミカルな分節。
語基にしたかった分節。
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分節の原理を，対比の形では習得しない。
文中の語の置換，付加，削除
練　習
置換，付加，削除 意味の違いを区別するための，音声や文字を用いた
多様な練習；接頭語基や文中の語を用いる。
学習領域4：書くこと
書くことと形成すること　〈85時間〉
第1学年で書くことが基礎づけられる。読むことを学ぶ場合と同様に，書くことを学ぶ
ことは，技術を教えることを越えて，文字文化への入門を意味する。その際，最初から，
書くことのコミュニケーション機能と並んで，文字の美的アスペクトも顧慮される。その
ためには，・刺激に富んだ綴り方環境が必要である。書くことの能力が発達するために無条
件に必要なのは，知覚を拡張・分化するための，そして大まかな／細かな運動経過一両半
身および目や手の動き－の調和をはかるための，多様で規則正しい，しかも遊技的な練習
形式である。基本形式から出発して，結合的な文字が展開される。綿密で，個別的な発達
状態を考慮に入れた措置を通して，第2学年の終わりまでには，形式を整えながらすらす
ら書くことが保証され，疲れることなく書くことを目指して努力がなされるべきである。
書くこと，形成することを励ま
す
書く環境を共同形成する
書くことの刺激を自立的に選
択する
自由な綴り方時間を利用する
書くことを基礎づける
知覚の拡張と分化：
視覚による知覚
リズムーメロディによる知覚
触覚や運動感覚による知覚
テクストと結びつきながら，直観，自己表現，自己
伝達をするための多様な学習材を準備することによ
って，書くことおよび書くことを学ぶことに対する
心構えを展開・促進する。
教師のお手本には特別な意味が認められる。
掲示板，ポスト，チョーク，鉛筆，紙などの基本文
具が置かれた，自由に出入りできる綴り方コーナー
→　郷土科・生活科；学習領域3「空間と時間」
書くことの準備練習のための学習材；文字，単語，
文，テクスト，手紙，掲示物，メモ，詩，物語を摸
写したり書きつけたりする。
個別的に文字と交わる時間を認める。
⇒1最初から寄り添いながら入門期教育による期本練習
形一基礎一議知。形式の不変性と空間状態。
運動遊技。
肉体の知覚や空間での位置感覚を鍛える。
目の動きや手振りを顧慮する。
→　体育科；経験・学習領域1「スポーツをする
／ノ個別的経験」
ー41一
大まかな／′細かな運動能力の
分化
運動経過の調和をはかる：
書く姿勢や鉛筆の持ち方にな
じむ
リズミカルな連動経過を書記
素に転換する
書くことを学ぶ
結合文字の習得
文字の形の展開
文字の結びつけの習得
活字体から筆記体に書き写す
形成の意図
文字を形成する：
形式を整えながら文字や文字
の結びつきを書く
文字を用いて形成する
様々な学習材を用いた，多様な手作業による活動。
→　家庭科；学習領域1「織物素材との交わり」
鉛筆の持ち方を念入りに矯正する。
花づな形，アーチ形，卵形。
→　音楽科；学習領域1「歌唱と演奏」
→　造形科：学習領域1「記号と図形」
活字体は読みの学習過程を支援する。活字体の文字
は，その正しい運動経過の中で導入されるが，一つ
の教育課程の中で体系的に練習してはならない。
結合文字の習得は，入学と同時に行うのではなく，
読むことと書くことが基礎づけられた後に，時間的
に順を追って行う。
文字の大きさを変えてみなから，文字の一つひとつ
の構成要素や運動経過を練習する。文字の形を把握
する。
形式を観照する。
活字体と筆記体を考察する。
一つひとつの語，文，短いテクスト。
よく知っている通用文字への第一歩。
文字や単語のイメージ。
文字による生産物を形成する⇒3ノート指導；作業帳やノートのページの形成，宿題
＝＞4ノート。
⇒5単純なテクストを美的に形成。
適切な文字を獲得する基礎
文房具と交わる
単語，短文，テクストを書写
→　造形科；学習領域1「記号と図形」
左利きの児童のことを考慮する。
個別的な書く能力の発達に応じて，早くとも第2学
年から万年筆を導入。
筆致の手ほどき：筆致の選択は，各々の発達状況に
合わせる。
言語の意味のまとまりで分節し，記憶に刻み込み，
書き，試し，訂正する。
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練　習′
すらすら書く力を促進する
万年筆で書く
うまく構成された適切なお手本を準備する。
難しい文字や文字の結びつきの練習。
疲れないように書くことを目指した努力。
運動経過の自動化。
万年筆を筆記用具として試してみる；自由な動きの
シュプール；文字の構築，運動経過を繰り返す。
テクストを書く　　く20時間〉
子どもたちは，文字をコミュニケーションの特別な手段として発見するために，最初か
ら，読むことと同時に，書くように励まされるべきである。つまり，テクストを書くよう
に様々なやり方で刺激を与えられなくてはならないのである。この時期の子どもの文体は，
自発的であり，連想一羅列的である。子どもが書いたものを真剣に取り上げて，クラスの
中で討議するようにすると，子どもたちは徐々に他者にも目を配りながら書くことを学ぶ。
他者のために，また，他者に宛てて書いたテクストは，とりわけそのような発達を促進す
る。さらに，お手本を用いることによって，子どもたちの負担は軽減される。語るきっか
けに対する提案は，考えや思いつきを探すのを助けるし，構造上の助けは考えの展開を，
単語収集は文字による書き換えを支援する。
書く意欲をわかせる
書く環境を共同形成する
自由な書く時間を認める
書く意図
自分のために書く
他者のために書く
物語を語る
最初から，子どもの書きたい／ノ伝達したいという欲
求を利用する。
書くことや形成することと結びつけながら，テクス
トを自立的に書くよう動機づけを展開・促進する。
その際，絵を描くのと同様の文字による表現可能性
や，音声対応的な書きぶりを尊重する。
自由に出入りできる綴り方コーナー。そこでは，様
々な学習材から，テクストを書く意欲をわかせる対
象物を，子どもが選択することができる。
→　郷土科・生活科；学習領域3「空間と時間」
テクストを個別的に書いたり朗読したりする時間を
作る。
自発的に自由に書いたテクストを個人的な表現とし
て受け入れ，その価値を評価する。
朗読やみんなで一緒に反省することを通して，読者
に対する関係意識を切り開く。
⇒3個人的に意味のあるコト，関心があるコト，日常的
なコト，体験したコト，発見したコト。
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お手本にしたがって書く
他者に宛てて書く
書いたものを保存する
テクストを書くための基礎
テクスト構造の習得
書いたテクストを話題にする
練　習
絵やテクスト，感覚的印象，人形など，書くきっか
けを呈示する。テクストの書き出しを，物語の部分
として前もって与える。
単語収集，続き絵。
一つの語やテーマから連想するものを集める。
招待状，お祝い状。
⇒5物語ノート，一冊にまとめた物語集。
校内印刷所。
第2学年では，徐々に語りの連関に注意する。
語りの軌道を敷く；収集した単語を構造化する；
語りの段階を素描する；語りの意図をはっきりさせ
る；一つのテクストの部分を秩序づける。
そのテクストが与える効果を次に書くときに利用す
る；そのテクストは受け入れられているか？　理解
しやすいものであったか？
無秩序に提示されたテクストの部分を，…一つの物語
になるように整理したり補足したりする。
単語収集。適切な表現を探し，投入する。
正書法　〈55時間〉
最初から子どもに書く意欲をわかせることは，彼らの能力に応じて書かせることを意味
する。その際，文字と絵の組み合わせや音声に対応させた文字も，上出来の伝達形式とし
て価値を認められる。読み取りがなされるテクストと結びつけなから慎重に，子どもに我
々の文字の社会的慣習へ目を向けさせる。正書法の体系と機能の発見は，読み書きを学ぶ
場合と同様に，鍛えられた知覚に基づきながらの実験の喜びを必要とする。子どもたちは
どんどん慣例的な書くことの慣習を受け継ぐべきであろう。彼らはドイツ語正書法のきま
りについての表象を発展させ，直接的な音声一文字の分類を次第に退けるようになる。そ
のためには，クラスに関係する学習語彙が消化され，語構造に対する注意を強めながら練
習か行われなければならない。子どもたちは慎重に誤記の認識に導かれ，それを自立的に
訂正することを学ぶべきである。彼らの書く能力の水準を細目的に観察し，個別的な支援
をすることが必要不可欠である。
正書法を基礎づける
伝達の調和形式として文字を
経験する
多様な書くきっかけを探す。
自発的に書くことを励ます；誤記を正書法習得の歩
みとしてとらえ，個別的な学習水準を示すものとし
て利用する。
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視覚，聴覚，リズムーメロデ
ィによる知覚能力や，書く運
動能力，明瞭な発音，運動感
覚の拡張と分化
クラスに関係した学習語彙の消
化と定着
子どもに合った内容上の観点
頻度の観点
特徴的な正書法の観点：
書くことがまれなもの：
aa，cc，00，qu，X
正書法の規則性に出会う
発音どおりに書く：
語頭音・語中音のb－d－g－P－t－k
発音どおりに書かない：
語頭音のst，Sp
eu，el
えーa，云u－auの導出
強調短母音が含まれる語を書
く
文字の結びつきieとして，
強調長音iを書く
モノの名前を示す語（名詞）
と文頭の大文字書き
句読点
確かな正書法獲得のための基掛
語を分節する
語の書き方を導き出す
教科統合的学習。
意味連関を考慮に入れる。
学習語彙への感情的な近づきやすさを顧慮する。
第2学年で単語収集を企図する；よく知った語に限
定する。
正確な発音に注意する。
直接的に対置して取り扱ってはならない。
方言を話す児童や多言語の児童は，特別な配慮を必
要とする。
これら全ての語の結びつきを，まとまった形として
取り扱う。
二つの母音の間の子音の重複；単音節の語の場合に
は，語幹を書くことに注意する：
kommst－kommen
例外に注意する：“ihn”の形。
“Bibcl’’，“Fibel’’，“Tiger”等の借用語。
言語行為との連関の中での句読点。
第2学年で，疑問，感嘆，強い要求を取り扱う。
書くために語を分節する：視覚的に，書く動きの上
で，言語一発話のま＿とまりにしたがって。
Gr云ser－GrasこH云user－Hausこkommst－kommen
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辞書入門：
アルファベットを学ぶ
練　習
注意力を高める
強母音の強さ，長さ／ノ短さを
質問して答えさせる
類似した語を集める
意味のまとまりの書き写し
譜の内部の分節
言語一発話統一体の分解
書き記し
辞書を引く練習
学習の点検やディクテーショ
ンは，練習した語彙のテスト
のためだけに行われる。ディ
クテーションは，第2学年の
終わりに，多くとも40語を
含んでいることとする。
音声と文字の名称とを区別する。
語の最初の文字にしたがって辞書を引く。
書くことやテクストを訂正するために辞書を利用す
る。
まとまりとして書き写したり，記憶に残っているも
のから書き記すものの量を徐々に増やす。
Hose－Dose－Roselniegen－liegen－biegen
言語的な意味のまとまりへ分節し，それを心に刻み
込み，書き，試し，訂正する。
うまく構成された適切なお手本を準備する。
語基にしたがって分節：anmfen
音節にしたかった分節：Schokolade
意味のある短いまとまりを，記憶から書き記す；音
声の連続，文字の連続，信号群を応用する。
第2学年から，ABC順に単語を整理する。
第3学年
学習領域1：お互いに話そう　　く15時間〉
入門期教育において子どもたちは相手関連的な発話を習得し，自分の発話に対してどん
どん意識的になっている。それに基づきながら，彼らの表現能力は拡張されるべきである。
そのためには，話したいと思う気持ちを呼び起こし，促進するような多様な状況が利用さ
れなければならない。そこで子どもたちは，様々な言語行為を観察し，試すことができる
のである。彼らは，目標をもって言語および非言語の創造的な要素を投入し，自分の表現
可能性や言語感覚をさらに発展させるこノとを学ぶ。とりわけ，開かれた授業の形式で，舞
台風に形成したり，様々な意図をもって語ったり，様々なテクストを朗読したり，情報の
受け渡しをする場合に，子どもたちは他者に耳を傾け，相手の期待するものを考慮するこ
ー46－
とを学ぶ。その際，彼らは，話し合いのルールや言語慣習の意味を理解し，それらとの交
わりに慣れることを学ぶのである。
語ることと傾聴
日常的な体験や特別な体験を
語る
物語を共同で考案し，それに
続けて語る
規定にしたがって語ったり，
想像力豊かに語る
舞台風の表現形成
朝の会や終わりの会のような学校の儀礼的活動や大
小のグループによる授業の場で，子どもの伝達欲求
のための自由空間を作る。
ますます聞き手連関的に語る。
聞き手に場所や時間，人物の情報を与える。
語りの軌道を取り上げ，継続する。
対象物，テーマの規定，絵・写真，テクスト規定；
感覚的印象。
異文化間的な可能性を利用する。
演技力のさらなる発展　　　⇒1言語，ボディランゲージ，空間経験のための演技練
習曲。
→　音楽科；学習領域1「歌唱と演奏」
モノを使って演じる
個人的に演じる
⇒　3仮面劇，人形劇，影絵などの多様な形式。
→’造形科；学習領域4「演技／′ァクション」
舞台場面を展開する。役割遊び。
自分自身や他者に情報を与える⇒　2
情報を集め整理する　　　　⇒5情報源を示したり，利用したり，またそれを探した
情報を他の人に与える
互いに交流し合う
話し合いを導入する：
話し合いのルールの応用
話し合いで出された意見を
比較する
対立を言語を用いて解決す
る
＝〉　4
りする：本，絵・写真，雑誌，ラジオ，テレビ。
観察したことを伝える。様々な事物領域に対する報
告をする。
→　カトリック宗教科：単元2「改心と和解」
→　郷土科・生活科：学習領域1「郷土と異郷」
相手の方を向く，相手の話を遮らない，発言の意志
表示をする，発言権を渡したり求めたりする。
自分自身に関係づけ，立場を明らかにし，先に続け
る。
自分の精神状態を述べ，自分の見解を説明し，他者
の言い分に耳を傾け，“私は～したくない”のよう
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状況に応じて話す
申し合わせをする
言語慣習に出会う：
お祝いを言う
願いを述べる
丁寧にたずねる
練　習
話し合いを導入する
明瞭な発音：
様々な種類のテクストを朗読
標準語の発音を練習する
な言語の雛形を試し，自分の誤りを認め，妥協案を
探す。
話し合いの相手に自分を合わせる；文化的差異を顧
慮する；語の選択や語調の点でも，適切な言語表現
の仕方を発見する。
標準語，地域的な方言。
グループ学習のような共同企画，演劇を組織する。
即興劇，人形劇，役割遊びの中で，日常的な状況や
特別な状況を取り上げる；様々な表現可能性を発見
し，価値づけ，試してみる。
方言や子どもの母語の中の単純な慣用句に出会う。
声の響きを試す。口まねをして話させる。
メロディのうねりに注意する。
散文テクスト，対話テクスト，詩の中で意味を担っ
ている語を強調する。
方言と多言語を顧慮する。
どもりや言語障害をもつ子どもに対する助成措置を
配慮する。
短い散文テクスト，対話文，詩，暗記したテクスト
を朗読する。
学習領域2：読みと理解　く40時間〉
入門期教育で獲得した読みの能力から出発して，子どもたちは自分の読みの確かさや読
みの流暢さを，より分量のあるテクストでも向上させるべきである。また，分化されたテ
クスト呈示や学習形式を通して，子どもの様々に異なる読みの能力が考慮されるべきであ
る。授業の目標は，子どもたちに読むことの意義を経験可能なものにすることである。そ
のためには，自分のため，授業やお祭り，休暇のために自立的にテクストを選ぶことを可
能にするような読みの態度を開拓するために，様々なテクスト，本，メディアを用いて，
子どもの経験を利用すべきである。さらに，他の教科においてもテクストを理解すること
は，作業任務を伴う黙読，行為的な交わり，そしてテクスト構造やテクストに固有のメル
クマールについての最初の知識を通して促進され，形の整った発表の中でその表現を得る
のである。
読もうとする気を起こさせる
読書環境を共同形成する
読み物を自立的に選択する
自由な読書時間を利用する
読書コーナー，テーマ範閲に関係する図書の陳列，
教科統合的テーマを考慮する。
自由な接近。好きな本を紹介する。
個別的な黙読；パートナーと一緒に読む；小グルー
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読みの態度を試す：
楽しみながら読む
リズムを作りながら読む
情報を得ながら読む
筋を追いながら読む
手を加えたり，価値づけなか
ら読む
心に刻み込みながら読む
子ども向けの話，動物物語，
メルヘン，寓話，なぞなぞ，
ウィット，言語を用いたゲー
ム，詩，対話文，P　様々な説明
一実用的テクスト等，テクス
トの種類の均斉のとれた関係
に注意する。
本や他のメディアと交わる
様々なメディアを利用する
一冊の本をみんなで読む
作者に対する意識を作り出す
白身を作者として経験する
図書館のオリエンテーション
＝〉　5
意味を明らかにしなから読んだ
り理解するための基礎
内容を明らかにする：
プで読む。
読むことは，意図や接近の仕方それぞれに応じて，
異なる読みの態度を必要とする。
子ども雑誌や子ども百科事典，案内書から引いた文
章；視聴覚メディアも利用する。
郷土周辺のお祭り集団や年間サークルに関するテク
スト；様々な文化圏から取り出したテクスト。
プロジェクト風の学習に適している。
テクストー放送劇一映画の比較。
本と視聴覚メディアを適切に取り入れる。
→　郷土科・生活科；学習領域6
「メディアと消費」
プロジェクト風の学習に適している。
一人の作者の幾つかのテクストを編成し，それに出
会う。
手紙交換，朗読会。
本や折り畳み式アルバムを自分で制作する。
校内印刷所。
学級文庫，学校の図書室，地域の図書館。
→　郷土科・痩括科；学習領域3「空間と時間」
作業任務を伴う読み。
テクストの重要な箇所に印をつけたり，書き抜いた
りする。
配置を変更されたテクストを正しい順番に並べ替え
～49－
登場人物の活動，固有性，行
動の仕方を見つけ出す
テクスト構造を習得する
テクストを意に添うように形
成する
朗読，暗記して発表
テクストを美的に形成する
テクストを変形する
練　習
読みの確かさと流暢さ
意味を読み取る
－ニヽ
‾‾‾′
る。テクストを補足したり，その続きを考えたり，
読んだ（聞いた）通りのものを語り直したりする。
分け与えられた役割で読んだり，演じたりする。
コトバの響き，韻，リズム。
テクストの種類に固有のメルクマールを顧慮する。
学校生活の形成に関係づける。
文記号に注意する。分け与えられた役割で読む。
身振り，手振り，体の動きで言語を支援する。
3続きを考える。挿し絵をつける；リズムをつける。
テクストを続き絵，舞台表現，放送劇，ビデオ映像
に変形する。
→　音楽科；学習領域1「歌唱と演奏」
個別的な読みの状態を顧慮し，細分化した措置を導
き出す；とりわけ，読むことや正書法に国難がある
子どもに理解を示す。
合成語を，何と何から合成されているか，予想しな
がら読む。
単語や文を分節する。
単語や行を流れるように読む。
読みの補助としてのテクスト形成と文記号。
意味の取り違いを確認する。
テクストに関する質問に答える。
学習領域3：言語を調べよう　　〈35時間〉
第1・2学年で子どもは，形成された，対象として捉えることのできる媒体として，言
語を経験してきた。それによって，様々な言語表現をその作用に応じて比較する基礎が獲
得されている。第3学年では，当該の作用を生じさせる手段か，具体的に，行為的に研究
されるべきである。正書法の学習から，子どもたちには文が一つの統一体として，そして，
最重要品詞がその多様な現象形式の中でなじみになっている。今度は，それらが連関の中
で捉えられるべきである。学習領域「テクストを書く」と密接に関わりながら，文は分節
された情報のまとまりとして研究される。同様に，この領域は表現の多様性の拡張を期待
する。文は主語や述語の観点から分節され，（単）語は意味を担うその構成要素へ分解さ
れる。形式や機能に従った言語研究と並んで，造語や語場編成による表現の多彩さが拡張
される。
－50－
言語を経験可能なものにする
様々な言語表現を試してみる
言語手段を調べる
文の種類：
平叙文
疑問文
要求文
直接話法と会話文
文の成分：
モノの名前を示す語一同伴者
行為を示す語
どんなを示す語
人の代わりに用いる語
一つの語の様々な形（時制・
比較による変化）に出会う：
行為を示す語の時制
どんなを示す語の比較変化形
言語の多様性に出会う
語を形成する（造語）：
合成
派生
一つの語親族へ単語を整理す
る
一つの語場へ単語を整理するI
一つの語やテーマから連想す
るものを集める
語並列の上位概念として集合
名詞を探す
様々な呼びかけ形式，あいさつ形式を使用し，比較
する；文を置き換える；語を類義語に置き換える。
時制に目を向けさせることのできる語や言い回し：
昨日，今日，明日；
昔々，その瞬間，三日間；
はめた，助けた（過去形），歌った（完了形）
先頭に置かれた会話文。
品詞を，他の語と結びつけるその機能や可能性の観
点および形式の多様性の観点から取り扱う。
現在一過去一現在完了
異なる時制で単語やテクストを対置。
基本形，比較級，最上級。
行為を示す語の場合のb一，gC－，Cト，VOr－，VCr－，Zeトな
どの接頭・接尾語基；
どんなを示す語の場合のun－，－ig，－lich。
同一の語幹を持つ単語をまとめる。
語幹を書くことによる語の形態の維持。
似たような意味を持つ単語をまとめる。
一つの語から出発する：休暇一海一泳ぐ一大陽一暑
い－森－ハイキングをする‥＝‥。
～51－
多義語を意味連関の中で解読
する
様々な言語の譜や言い回しを
比較する
言語を調べるための基礎
配置を換える，置き換える，
拡張する，取り除く，尋ねる
練　習
作業技術の多様な練習：
配置換え，置き換え，照会
挨拶する，お願いする，感謝する。
子どもの家庭の母語を考慮する。
一つの文を，構成された変更可能なまとまりとして
経験する。
練習は常にまず具体的な学習材で行われなければな
らない。
学習領域4：書くこと
書くことと形成すること　　〈15時間〉
入門期教育において，子どもたちは，「文字というものは形成されている」ということ
だけでなく，文字自体が形成手段として使用され得るということも学んだ。第3学年では
これらを受け継ぐが，文字をすらすら書く能力の発達が前面に位置する。個人の手跡を発
展させる目標を視野に入れながら，文字の形，文字の結びつき，統一的な文字の向きのよ
うな形式上の基準に注意が向けられる。また，個別的な助成措置が子どもたちを支援する。
書く意図やそれに結びつけられたテクストの種類と関わることの中で，子どもは形成の技
術を学び，その技術は後の文字生産の場合に彼らを助けるのである。文字の美的次元は，
適切な書くきっかけを手かかりにして，さらに促進される。
書くこと，形成することを励ま　　学校での日常は，文字を用いて形成するための多様
す　　　　　　　　　　　　　　　　　なきっかけを提示する。
教師のお手本には特別な意味が認められる。
形成の意図
文字を形成する：
形式を整えながら，文字をす
らすら書く
文字を用いて形成する
文字生産物を形成する：
形式の整った文字や文字の結びつき，統一的な文字
の向きに注意する。
独自のテクスト，物語，詩，視覚詩。
詩のアルバム。
メモ，お知らせ，葉書，手紙，招待状，お祝い状。
後になって正しい関係づけが確立され得るように，
見出し語を記録しておく。
全ての教科において顧慮する。
クラス祭や学校祭のための飾りカード，ポスター，
プログラム；文字の種類を選ぶ。
校内印刷所。
→　造形科；学習領域2「色」
ー52－
一つのテクストを配列する
文字との確かな交わりの基礎
書写する
書き記す（思ったことを）
強調する
訂正する
筆記用具との適切な交わり
練　習
文字の結びつき
すらすら書く
文字学習を綿密に，見通しをきかせ，課題設定にふ
さわしく仕上げる。
一つのページを分割する。
慣習的な雛形にしたがって手紙を書く。
言語の意味のまとまりを発見し，書き，試し，訂正
する。
テクストの箇所に色で印をつける。
余白（欄外）のあるテクストを書く；子どもたちと
取り決めた余白の訂正記号が，必要な訂正を指示す
子どもたちに自分で訂正させる。
個別的な前提，書くきっかけ，題材を顧慮する。
書くことに困難がある子どもには，個別的な助成が
必要である。
筆致3で書く；客観的あるいは個別的な観点に応じ
て，他の筆致を使用する。
書く速度と疲れない書き方を促進するための練習。
適切なお手本を準備する。
テクストを書くこと　　く45時間〉
体験したことを書くことは引き続き行われるが，それを超えて，読者を考慮に入れるこ
とが強調される。それによって，矛盾なく語ること，テクスト構造，緊張などの要素が，
より大きな意味を獲得する。その際，子どもたちは，テクストが読者のために推敲されな
ければならないことを経験する。また，援助を差し出すことによって，自主的な推敲が切
り開かれる。第3学年では，書くことは，記憶の負担を軽減することにも利用されるべき
であろう。書くことの刺激を全授業が提示する。書くことの一つひとつの部分領域におけ
る個別的で分化的な措置を通して，書くことの喜びや表現力が促進されるべきである。
書く意欲をわかせる
書く環境を共同形成する
自由な書く時間を利用する
自由に出入りできる綴り方コーナー。そこでは，絵
物語など，様々な学習材から，書く意欲をわかせる
対象物を，子どもが選択することができる。
自分で選んだテーマ設定にしたがって，自由なテク
ストを書く。
ー53－
書く意図
自分のために書く
他者のために書く
物語を語る
お手本にしたがって書く
他者に宛てて書く
⇒　3
念入りな討議。
個人的に意味のあるコト，関心があるコト，日常的
なコト，体験したコト，発見したコトを書く；物語
へ導入し，最後まで書かせ，一貫性に注意する。
テクストの書き出し，刺激語，聞いた印象，絵，続
き絵，テーマ。
⇒4挨拶状，手紙，招待状，お祝い状。
記憶の負担を軽減するために⇒1メモ用紙；素描的な記録。規定の表に記入する。
書く
書いたものを保存する
テクストを書くための基礎
書く目標を探す
一つのテクストを分節する：
テクスト構造
一つのテクストを矛盾なく語
る
テクストを推敲する：
書いたテクストおよびその効
果を話題にする
練　習
試行する，文配置を換える，
語場練習
⇒2宿題ノート。
観察したものを書き記す。
→　郷土科・生活科の全ての学習領域
⇒5物語ノート，本を自分で制作する。
→　造形科；学習領域1「記号／′図形」
学習領域2「色」
それは楽しい，悲しい，バラバラドキドキさせる，
空想的な物語になるのか，あるいは説明的テクスト
になるのか？
コトバの素材を集める。
導入部：読みの方向づけ一中心部：行為の展開一結
末部：物語の決着。
時間的順序に注意する。
過去形で語る。
特定の観点の下で，テクストの変更を切り開く：適
切な表現を見つける，文の書き出しを変化に富ませ
て形成する，欠落している部分を補足する。
文字および口頭によるコメントが，、テクストを推敲
する際に手助けをする。
最初の訂正記号を取り決める。
語の選択，文の書き出し，文の切れ目，正書法。
ー54－
正書法　〈60時間〉
入門期教育において，子どもたちは，話し言葉を文字に転換する場合には正書法上の慣
習を顧慮しなければならないことを学んできた。第3学年では，正書法の規則性のところ
で，我々の書記法が一歩いっぼ明らかに開けてくるように，言語思考がどんどん開拓され
る。この学習領域では，子どもの個別的な学習状態や学習方法に即した分化的な措置を通
して，様々な接近方法が提示されなければならない。正書法の機械化は，意味のある連関
において，変化に富んで，多様に，頻繁に書くことを通してのみ成功するのである。
正書法への様々な接近方法を開
く
聴覚や視覚による知覚，明瞭
な発音，書く運動を鍛える
言語思考を切り開く
クラスに関係した学習語彙の消
化と定着
子どもに合った内容上の観点
頻度の観点
特徴的な正書法の観点：
特別な書き方を伴う語：eu
強調長母音の後のhを伴う語
語頭音，語末音の子音集積
書くことがまれなもの：
aa，cc，00，qu，X
正書法の規則性に出会う
強調短母音を伴う語の書き方
；tz，Ckの特別な書き方
文字結合ieとして強調長音i
を伴う語の書き方
語幹を書くことによる語の形
態の維持：
語末音の無声化
正書法への様々な接近方法が開かれるだけでなく，
一つの語か様々な観点の下で分類されるべきであろ
う。
ここでは，正書法に困難を持つ子どもが特別に助成
される。
単語リスト，メモ帳，カードファイル。
教科統合的学習。
意味連関を考慮に入れる。
学習語彙への感情的な近づきやすさを顧慮する。
学習語彙を拡張する；
“ihn’’の形の書き方。
StraJ3C，Pflaime，Herbst，emSt・
単語収集を企図する；よく知った譜に限定する。
単音節の語の場合には，語幹表記に注意する：
K云mnlC－Kamnl
例外に注意する：“illn’’の形。
“Bibel”“Tiger，“Fiebel”等の借用譜，そ
して，“Maschille　　“Rosine”等の譜にも注意
する。
lhcの書き方は第4学年になってから。
複数形作りの導入，基本形，比較形：
一一一55－
云u－au，a－a
語基
大文字書き：．モノの名前を示
す語，呼びかけの語，文頭
行末での語の分割
句読法：文記号，会話記号，
前に置かれた会話文の後に置
かれるダブルコロン
確かな正書法獲得のための基礎
語を分節する
語の書き方を導出する
規則を応用する
辞書を引く
練　習
一つの語の聴覚，発音，視覚
上のメルクマールや，書く運
動のメルクマールを心に刻み
込む
子音の二重化や語幹の書き方
などの規則性
書写
書き記し
辞書を用いた作業
練習した語をディクテーショ
ンするための教師に皐る口述
は，とくに学習の点検の手段
となる。ディクテーションは
第3学年の終わりには，多く
とも80語を含むものとする。
Wald－Walder，gab－geben；
lieb－lieber－amliebsten
ge－，由一，Veト，VOトなどの語頭におかれる語基：
geeh咋beeilen，Ven℃isen，VOn℃nnen
語末に置かれる語基－ig。
終止符，感嘆符，疑問符。
音節や語基に分解する。
語幹の書き方に注意する。
最初と2番目の文字。
正書法の獲得・定着のための変化に富んだ練習。
益々複雑になっていくテクストで書写方略の応用。
意味のあるまとまりを記憶から書き記す；適切な方
略を応用する。
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第4学年
学習領域1：お互いに話そう　〈15時間〉
子どもたちは，話し合いの相手や状況，意図に応じて，話し方が変更されることを学ん
できた。彼らは，情報を得たり他の人に渡す可能性を心得ている。第4学年では，表現力
が拡張，洗練され，言語使用がより確かなものになるべきである。言語手段を試してみる
ことによって，子どもたちは，自分の言語を意識的に，状況にふさわしく，相手関連的に
応用することを学ぶ。そのためには，子どもたちが，取り決められた話し合いのルールお
よび言語慣習の応用を顧慮しなから，個人的な意見や関心事を述べたり，提唱したり，さ
らには，他者の意見に対して態度決定をすることを学ぶことが必要である。
語ることと傾聴
聞き手連関的に語る
一点に向かって語る
状況にふさわしく形成された
語り
舞台風の表現形成
モノを使って演じる
個人的に演じる
聞き手に場所や時間，人物の情報を与える；緊張，
ユーモアなどの要素を投入し，内的協力を伴って語
り，語りの結びを見出す。
一つの語りのプロットへ限定される。物語や逸話，
ウィットを言語的に形成する。
言語的お皐び言語外的表現手段を試してみる：イン
トネーション，声の大きさ，アクセント，ポーズ。
⇒1異文化間的な可能性を利用する。
自分白身や他者に情報を与える⇒3
見出し語を手かかりにして内
容を再現する
情報を比較する
目的に応じて質問をする
事実に即して情報を与える
互いに交流し合う
話し合いを導入する
複雑な演技課題を形成する。物語や出来事にしたが
って，独自の演技の考えを展開させたり，それに置
き換えたりする。
マリオネットや等人形など，おもちゃの人物に対し
て場面を展開する。
言語とボディランゲージとの連関を顧慮する。
→　造形科；学習領域4「演技／アクション」
観察，事象，テクストに見られる事情，映画を他者
に伝達する。
矛盾や理解しやすさ，分量について比較する。
本質的なものに限定される；順番を顧慮する。
－57－－－
話し合いのルールを応用
発言を結び合わせる
自分の意見を状況に応じて述
べたり，提唱したりする
言語慣習を適切に応用する
個人的な関心事を述べる
要求を述べる
練　習
話し合いを導入する
明瞭な発音：
テクストを発表する
標準語の発音を練習する
先に発言する人に耳を傾け，自らを関係づける。
話し合いの相手に自分を合わせ，その相手を理解す
ることを試みる。
適切な言語表現の仕方を見つけ出す；
それには，標準語と地域的な方言の選択も属す。
独白の立場を取り，それの基礎づけを試みる。
声のヴァリエーションを変えてみる。
言語外的手段を言語表現に添えて応用する：
身振り，手振り，姿勢。試行として役割遊びを，そ
して，一つのテクストを様々な発話の仕方で，最初
から最後まで通して演じてみる。
方言と多言語を顧慮する。
どもりや言語障害をもつ子どもに対する助成措置を
配慮する。
散文テクスト，対話テクスト，詩，暗記しているテ
クストの発表。
学習領域2：読みと理解　〈40時間〉
これまでに，読みの確かさと流暢さは，十分達成されている。今度は，子どもたちは，
意識的に読みの態度を獲得することを学ぶべきである。テクストを解明する際に，情報の
取り出しと並んで，価値づけしなから格闘することも切り開かれる。テクストと創造的行
為的に交わる方法を通して，また，他のメディアへの転換や作者関連性の確立を通して，
子どもたちはテクストへの自立的な接近方法や，テクストに対する洞察を獲得すべきであ
る。目標とされるのは，子どもたちを自立的な読みへ教育し，テクストを情報的かつ情意
的な充実のための自分で選択するように励まし，その能力を与えることである。そのため
には，図書館の利用も必要となる。
読もうとする気を起こさせる
読書環境を共同形成する
読み物を自立的に選択する
自由な読書時間を利用する
l
読書コーナー，読み物の陳列，読書テーブル。
自由な接近。
新刊書のカバーに印刷された宣伝文を読む。一冊の
本を読み始める；読書カードを作成する。
個別的な黙読；パートナーと一緒に読む；小グルー
一・一、5と「－1
読みの態度を試す：
楽しみながら読む
リズムを作りながら読む
情報を得ながら選択的に読む⇒3
筋を迫いなから読む
価値づけたり，批判的に読む
心に刻み込みながら読む
子ども向けの話，動物物語，
メルヘン，寓話，説話，伝説
言語を用いたゲーム，視覚詩
詩，対話文，なぞなぞ，ウィ
ット，様々な説明一実用的テ
クスト等，テクストの種類の
均斉のとれた関係に注意する
本や他のメディアと交わる
様々なメディアを利用する
一冊の本をみんなで読む
作者に対する意識を作り出す
図書館の分類体系に出会う
意味を明らかにしなから読んだ
り理解するための基礎
内容を明らかにする：
⇒　2
プで読む。
一つのテーマに対して，目的に合わせて読む。
読むことは，意図や接近の仕方それぞれに応じて，
異なる読みの態度を必要とする。
子ども雑誌や子ども百科事典，案内書から引いたテ
クスト。様々なメディアを利用する。
郷土周辺のお祭り集団や年間サークルに関するテク
スト。
様々な文化圏から取り出したテクスト。
⇒4プロジェクト風の学習に適している。
登場人物の活動，固有性，行
動の仕方を見つけ出す
テクスト構造を習得する
メディア固有の観点の下で，一つの学習材を考察し
たり，取り扱ったりする。
本，雑誌あるいは他のメディアを自分で作成する。
→　郷土科・生活科；学習領域6
「メディアと消費」
一人の作者の幾つかのテクストを編成し，それに出
会う。
手紙交換，朗読会。
カードファイル，図書目録を利用する。
テクストの重要な箇所を心にとめたり，それに印を
つけたり，書き抜いたりする。配置を変更された文
章を正しい順番に並べ替えたり，補足したり，その
続きを考えたり，読んだ（聞いた）通りのものを語
り直したりする。
内的行為も顧慮する。分け与えられた役割で読んだ
り，演じたりする。
コトバの響き，韻，リズム，枠の筋。
一591
テクストを意に添うように形
成する
暗記して発表する
テクストを美的に形成する
テクストを変形する
練　習
読みの碓かさ
読みの流暢さ
意味を読み取る
テクストの種類に固有のメルクマールを顧慮する。
テクストー絵・写真一音声の連関。
分け与えられた役割で朗読したり，読んだりする・
言語外手段で言語を支援する。
→　造形科；学習領域1「記号と図形」
続きを考えたり，変形したりする。
語りの視点，場所，時間（時代）の変更。
テクストを絵，舞台表現，ビデオ映像，放送劇に変
形する。
→　造形科；学習領域1「記号と図形」
→　音楽科；学習領域1「歌唱と演奏」
個別的な読みの状態を顧慮し，細分化した措置を導
き出す；とりわけ，読むことや正書法に困難がある
子どもに理解を示す。
予想しながら読む。語や行を交差させながら読む。
読みの補助としてテクスト形成を利用する：読むた
めのテクストを選別する。：休止のしるし，強調。
文言己号を読みの補助として利用する。
テクストを分節する。
テク外に関する質問に答える。
矛盾と不調和を確認する。
学習領域3：言語を調べよう　く35時間〉
言語は子どもたちに，変更可能な，構造を与えられた，多様なメディアとして信用され
ている。第4学年では，言語の意識的な使用がさらに促進され，それに必要な概念および
術語に関する知識が深められる。具体的に行為しながらの研究の方法は，言語思考の発達
を促進する。文の分節は，文の中核（注：依存関係文法の理解によると，動詞を文の中核
と考え，それ以外の文成分を補足語と考える）にある述語と文の中心に対する補足語をさ
らに分化するようにして，継続される。また，特別な重点は言語表現の多様性に置かれる
べきである。
言語を経験可能なものにする
様々な言語表現を試し，その
効果・作用を調べる
一つの意図を様々に表現してみる：願う一請う一要
求する；何かを様々なやり方で尋ねる。
話し相手や状況を変えてみる。
一つの対象を様々なやり方で，例えば形容詞を用い
ー60－
言語手段を調べる
文の種類
直接話法と会話文
文の成分：
主語
述語を文の中核の中で分節，
補足語を文の中核に対して分
節する
文の成分を拡張・縮小する
品詞：
モノの名前を示す語一同伴者
行為を示す語
どんなを示す語
人の代わりに使う語
徐々にラテン語の述語を導入
する：
名詞一冠詞
動詞
形容詞
人称代名詞
一つの語の様々な形を作る
言語の多様性に出会う
語を形成する（造語）：
合成
派生
一つの語親族へ単語を整理す
る
て説明する；比較する；語を新たに創造する。
時制を表現する様々な可能性を試してみる：昨日
三日前，褒めた（過去形），褒めた（完了形）。
音声言語と文字言語の差異に注意する。
文の種類を確実に区別することができる。
後置された会話文と挿入された会話文。
複数の部分から成る文の中核：anpacken－paCkt．‥an
単文節と連文節を認識する。
人称形式，比較変化形，過去形。
合成する際の継ぎ目の－Sに注意する：
Geburt－S－tag，Advent－S－kranz
－ung，－heit，－keit，－in，－nisなど，後置語基を伴うモノの
名前を示す語。
－los，－ischなど後置語基を伴う形容詞。
たとえ語幹がその形式を変えていても，同一の語幹
を持つ単語をまとめる。
一一61－
単語や言い回しを一つの語場
へ整理する
一つの語やテーマから連想す
るものを集める
様々な言語の語や言い回しを
比較する
言語を調べるための基礎
配置を換える，置き換える，
拡張する，取り除く，尋ねる
練　習
文を変更するための様々な方
法の多様な練習
一つの語場を通した，一つの経験領域の分化：ゆっ
くりと，大急ぎで，速く…・日，笑う，泣く，くすく
す笑う・…‥，そのとき，突然，今，その瞬間……。
地域によって言い方が異なるもの：
Semmel－Br6tschen－Wecken（丸パン），Sonnabend
－　Samst喝（土曜日）；
Tischler－Schreiner（家具職人）……。
秋：色づいた－収穫一雨が降る－霧……。
月の名前，曜日の名前，親族の呼び方，お祝いのコ
トバ。
子どもの家庭の母語を考慮する。
一つの文を，構成された変更可能なまとまりとして
経験する。
最小限で存在し得る文を特定する。
学習領域4：書くこと
書くことと形成すること　　〈15時間〉
子どもたちは，内容を表現したり自分白身を表現し始めたりする形成手段として文字に
出会ってきた。（第4学年では；訳者）彼らはテクストを美的観点や内容的観点にしたが
って整理し，訂正することができるべきである。個人的な手書きに至る途中では，流麗で
十分に読むことのできる文字が前面に位置している。読むことのできる交流文字を獲得す
るには，適切な書くテンポも必要となる。
書くこと，形成することを励ま　　学校での日常は，文字を用いて形成するための多様
す　　　　　　　　　　　　　　　　なきっかけを提示する。
教師のお手本には特別な意味が認められる。
形成の意図
文字を形成する：
流麗で十分に読める文字
文字を用いて形成する
⇒　4
形式的な基準を顧慮しなから，すらすら書くこと，
書くテンポを改善する。
独自のテクスト，物語，詩，視覚詩。
手紙，新聞。
→　郷土科・生活科；学習領域6
「メディアと消費」
学習の助けとしての見出し語やメモ。
簡単な表・リスト。
ー62－
文字生産物を形成する：
一つのテクストを配列する
文字との確かな交わりの基礎
書写する
書き記す（思ったことを）
強調する
訂正する
筆記用具との確かな交わり
練　習
難しい文字の結びつきや，ま
れな文字の結びつき
すらすら書く
全ての教科において顧慮する。
クラス際や学校祭のための葉書，ポスター，プログ
ラム。
文字の種類を選ぶ；文字を比較する。
校内印刷所。
文字学習を綿密に，見通しをきかせ，課題設定にふ
さわしく仕上げる。
一つのテクストを段落に分節する。
言語の意味のまとまりを発見し，書き，試し，訂正
する。
取り決めた訂正記号にしたがって，テクストの箇所
を訂正する。
個人的な前提，書くきっかけ，題材を顧慮する。
個別的な助成措置。
筆致4で書く；客観的あるいは個別的な観点に応じ
て，他の筆致を使用する。
書く速度と疲れない書き方を促進するための練習。
適切なお手本を準備する。
テクストを書くこと　　〈45時間〉
自由に，自発的に，自己関連的に書くことが，第4学年でも育成される。何かを語る場
合に，クライマックスへ向けて物語の展開を形成すること，そして，登場人物の思想と考
えを考慮に入れることが前面に位置する。子どもたちは，テクストが記憶の負担を軽減す
るために，そして，他者のためにストーリーを導き出すものとして利用され得るように，
テクストを書くことも学ぶ。また彼らは，自分が書いたテクストの効果・作用を判断し，
読者のためにテクストを推敲する能力を鍛えるべきである。それに加えて，彼らは，観察
か有効に活用されるように，その観察を書き記すことを学ぶ。
書く意欲をわかせる
書く環境を共同形成する
自由な書く時間を利用する
書く意図 ＝〉　4
書く刺激として多様な学習材を自由に用いる。
校内印刷所。
自分で選んだテーマ設定にしたがって，独自のテク
ストを書く。
631・・－・
自分のために書く
他者のために書く
物語を語る
お手本にしたがって書く
他者に宛てて書く
念入りな討議。
一つの語りのプロットへ限定される；クライマック
スへ向けて書く；感情や気分を行為の要素として顧
慮する。
登場人物，テーマ，テクストの書き出しや結びのよ
うなテクストのお手本。
平行物語を書く。
挨拶カード，手紙，招待状，お祝い状，プログラム
ポスター。
記憶の負担を軽減するために⇒1メモ用紙；計画立案の要素として，あらましを書き
書く
認識を獲得するために書く
書いたものを保存する
テクストを書くための基礎
書く目標を探す
一つのテクストを分節する：
テクスト構造
一つのテクストを矛盾なく語
る
テクストを推敲する
書いたテクストおよびその効
果を話題にする
練　習
吟味する
文の配置を換える
記す。　　→　郷土科・生活科の全ての学習領域
⇒3事項日記。
物語ノート，本を自分で制作する。
→　造形科；学習領域1「記号／図形」
学習領域2「色」
楽しい，悲しい，バラバラドキドキさせる，空想的
な物語，あるいは，説明一実用的テクスト。
コトバの素材を集める。
一つの語りの視点を取り入れ，最後まで通す。
クライマックスへ向けて書き，それを仕上げる。
論理的な構造を顧慮する。
語や文を置き換えて，テクストの箇所を変更する。
文や文の書き出しを変化に富ませて形成する。
時制に注意する。
口頭および文字によるコメントが，テクストを推敲
する際に手助けをする；綴り方協議。
推敲されるべきテクストの箇所に印をつける；簡単
な訂正言己号を自立的に応用する。
時制，語の選択，文の書き出し，文の区切れ，文末
符号，正書法。
一64－
語場練習
正書法　〈60時間〉
第4学年では，正書法の規則性と連関に対する言語的理解力が特別に促進され，深めら
れる。子どもたちが正書法上の難しさを関知する能力を手に入れるように，音声構造，造
語，文構造に対する洞察が利用されなければならない。そのような知覚を鍛えることは，
正書法に困難を感じる生徒の場合に特に，授業の不可欠な構成要素を提示する。また，ク
ラスに関係した学習語彙はさらに広げられ，補助手段を用いた作業も強められる。個別的
な学習状態および学習方法に基づいた分化的な、措置が，さらに引き続き必要である。正書
法の機械化は，意味のある連関において，変化に富んで，多様に，頻繁に書くことを通し
てのみ成功するのである。
正書法への様々な接近方法を開
く
知覚と書く動きを鍛える
言語思考を促進する
クラスに関係した学習語彙の消
化と定着
子どもに合った内容上の観点
頻度の観点
特徴的な正書法の観点：
特別な書き方を伴う語：
強調長母音の後のhを伴う譜
語頭音，語末音の子音の集積
書くことがまれなもの
正書法の規則性に出会う
強調短母音を伴う語の書き方
；tz，Ckの特別な書き方
文字結合icとして強調長音i
を伴う語の書き方
語幹を書くことによる語の㌢
態の維持：
正書法に国難を持つ子どもは，ここでさらに促進さ
れなくてはならない。
正書法上の連関を消化する。
文の構造から正書法の助けとなるものを取り出す：
Wirhelfbnihm”．；dem／den（与格と目的格）
語彙リスト，気づきノート，カードファイル。
教科統合的学習。
意味連関を考慮に入れる。
学習語彙への感情的な近づきやすさを顧慮する。
頻繁に用いられた単語，語幹，譜基，類推形，；
“ihn”の形の確実な習得。
Vatcr・VaSC，こMcisc－Hai
頻繁に用いられた単語に限定する。
語彙の反復と拡張。
ー65－
語末音の無声化
a　－　a二　au　－　au
ihe
ss、β
語基
大文字書き：
モノの名前を示す語
呼びかけの語
合成語の場合の語の分割：
句読法：
文記号
会話記号
確かな正書法獲得のための基礎
語の書き方を導出する
規則を応用する
辞書を引く
練　習
一一つの語の聴覚，発音，視覚
上のメルクマールや，書く運
動のメルクマールを心に刻み
込む
書写
書き記し
辞書や他の補助資料を用いた
学習
練習した語や解明可能な既習
語を用いるディクテーション
は，とくに学習の点検の手段
となる。ディクテーションは
第4学年の終わりには，
とも110語を含むものと∴
云u一叫えーCの違いに注意する。
Sehen－Siehst，Ziehen－Ziehst
可能な限り，βをssから導出する：
mc鮎n－ge蝕）SSen。lを伴う他の全ての語を，学習
語彙の範囲内で取り扱う。
語頭に置かれる語基＝abbauen，enttauSChen，Weggehen
語末に置かれる語基－ig
－in，－llisを伴う語の場合の複数形。
終止符の確実な習得。
会話文前置／後置の場合の句読法。
語幹の書き方に注意する。
辞書に載っている形式を探す：siehst－Sehcn；
Fltisse－FluL3，Bienenhonig－Bienenbzw．Honig
正書法の獲得・定着のための変化に富んだ練習。
益々複雑になっていくテクストで書写方略の応用。
意味のあるまとまりを記憶から書き記す；適切な方
略を応用する。
－66－
付属資料
国語詔の授業の中で用いられる頗念
‘領　域　　　痩要西中〒碩肩される概念
1．文字　　　アルファベット
2．音声　　　音
手軍語
初出の　ラテン語の述語　初出面
学年
1
子音　　　　　語頭音
ウムラウト　　語中音
二重音　　　　語末音
譜
語基：、前置
後置
語幹
語尾
モノの名前を示す語：単数，複数
同伴者
行為を示す語：基本形，語幹，語尾
どんなを示す語
人の代わりに用いる語
語場
語親族
4．文
文種
文
平叙文
疑問文
要求文
文記号一芸芸芸
感嘆符
引用符
ダブルコロン
分綴符
文の成分E文の成分
述語：二つの部分から成る述語
5．時制
主語
誰を／ノ′何を－補足語
誰に　　　－補足語
現在
過去
盲「瓦密度画、‾‾音右百を示す語「
基本形
比較級
遍
ー塙7－
2
2
2
2／ノ3
1
2
2
2
2
2
2
2
3
2
2
1
2
2
2
1
1
1／
1／
??
??
??????
?
3
3
1／ノ2
3
3
3
4
4
3
3
3
3
3
3 ［
学年
???
」」
1．ラテン起点文字
〟　牡β　　　一一一一一仁二畠＿＿＿：諾
β ウ
。ロ　　　　　グrJ）β ロ
藍＿」は＿jL二二度∃㌢；
ウ
〝、　　　　　！　　　　　β　　　　　〝　　・　・　β
□　　　　　　　　□　　巳．∠ニ　ノd
〝　　　　　　　　　　　　　〟
O Gカ
が
JJ JJ J′
ロロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　α．．の
り
12　3　4　3は＝7日ダ月日グ
ー68－
2．学校起点文字
4二＿」ロ
［〕 D ［］
り
’［コ
凸
つ
透仁二かL8・竺受左
』
β
心
血』、丘、〟＿』
4
∠］ 自
P J I P
崩【ノ化・4．4
ク　　　　　　　　　　　β
′1
ク 〝
』　　　　　　　　　　　　　　　　　　′l
lI fJ　　　　　　　　〃
元L＋．〃
『＋ノ佗㌧．崩
れ　　　　　　　　　′1　　　　　　　　　′】
り
123　45　67890
ー69－
3．簡略起点文字
ロ争十月 D
が
ロ
□
β
詳＝戸＝良云＝』
▼▼
4
β
竃
百　°’
ロク　　　　　　l
□　　少’J／’口
□
腔覧＝＝E二」
□
■
□
ロノ∵…0
1234567890
－17t「
〃
参考資料1：教科統合的テーマ
＊第1・2学年
1．わたしには名前がある
2．身の回りの数字や形
3．春
4．明かりをシンボルにして夕べの時間やクリスマスを体験する
5．本を作ろう
6．収穫感謝祭
7．空間アクション
8．様々な物質がわたしたちを満たし，わたしたちを変える
9．お金：交換一支払い－希求一便用
10．聞くこと－理解すること一自分を理解すること
＊第3学年
1．行動場面の構築・形成
2．車のついた乗り物を作ろう
3．人形遊び
4．喜びを持つこと－友人であること
＊第4学年
1．“火の鳥”ロシア民謡のバレエ；イゴル・ストラビンスキーの音楽
2．わたしたちのところで生活する外国人
3．火一基本物質の洗練
4．文字と文字文化
5．賜物と使命としての創造
（第4学年の5以外は，国語科が関与する。）
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参考資料2：国語科の内容概略
国語科の課題は言語陶冶であり，言語陶冶は全人格の発達・促進の本質的な構成要素で
ある。子どもたちは授業の中で，音声言語および文字言語との意識的で（美的）創造的な
交わりに導かれ，母語に接する喜びが覚醒される。そうして彼らは，世界を自立的に解明
する能力を身につけるようになるのである。その際，以下の二つの原理が価値を認められ
る。：
一　国語の授業は子どもの既有の言語能力を利用し，それをさらに発展させる。
－　全ての授業は言語の授業でもある。
子どもの口頭による言語使用の促進，文字という文化財およびその発展への入門は，刺
激的な言語交流を必要とし，そこでは言語が学習の対象にもなるのである。
学習領域「お互いに話そう」の課題は，口頭による言語使用を発展させ，明瞭な発音能
力をより優れたものにすることであり，また，理解してもらえるように，相手連関的に，
状況に応じて自己を表現する助力を与えることである。
子どもたちは，個別的な経験や発達過程に基づいて，様々に異なる言語能力を伴って学
校にやって来る。彼らが自分の言語の可能性を持ち込み，目的を持った分化的な練習を通
して自分の言語行動全体を拡張することが出来るような諸状況を創造するようにして，授
業の中で言語能力の差異が結び合わされるべきであろう。
集団の中で語ること，情報を他者に与えること，観察したものを伝えることを通して，
子どもたちは，「話すということは聞き手へ向けて方向づけられる」ということを経験し，
理解することができる。それと同時に，彼らは，話し相手に理解を示したり，幾つかの発
言を結び合わせたりすることの必要性を体験する。それによって，正しく相互に交流し合
うことを学ぶのである。
言語発達の遅れがある子どもたちには，最初から特別な助成措置が必要である。どの程
度口頭による言語能力の促進が成功するかどうかは，まず教師の言語行動に左右される。
教師は，どのような言語行動や言語水準がその時どきに呈されるかを決定しなければなら
ない。そのためには，その時どきの状況の中で方言と標準語を選択することも必要となる。
けれども，全ての子どもを念入りに標準語に導くことが，基礎学校の一つの目標であり，
そのような場合には，教師のお手本に特別な意味が認められるのである。
学習領域「読みと理解」の目標は，絵一活字メディアと自立的で意図的に交流する能力
を子どもに身につけさせることである。
入門期の読み：多くの子どもは就学前に読む経験をしており，可能な限り速く読むこと
を学びたいという願望を持っている。そうでない子どもの場合には，そのような願望をま
ず呼び起こさなければならない。子どもたちが読者になるように，自由な読書の時間や，
自由に触れることのできる多様な読み物を提供する読書環境（学級文庫，学校の図書室）
が必要不可欠である。また，基本的な知覚能力および明瞭な発音能力が観察され　促進さ
れなければならない。読みの学習過程の時期に見られる様々に異なる発達は，それぞれの
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子どもに対して，学習の進度とそれに応じた助成・分化措置の規則的な確認を期補する。
子どもが最初に目にする文字は，決まって活字体である。読むことと書くことは，鼓初
から連関の中で考えられなければならない。活字体を書いたり印刷することは，読みの課
程を支援する。読むことと書くことの機能が，最初からコミュニケーション手段であるこ
とが意識化される。そのため，子どもが自発的に書くことが促進され　読みの学習のため
に利用されるべきであろう。自発的に書くことを超えて，子どもたちは音声と文字の関係
に対する最初の洞察を獲得するのである。
読むことは，書かれているものから情報を取り出すことだけを意味するわけではない。
子どもたちは文学文化に参加するようにも励まされる。つまり彼らは，楽しんだり，情報
を与えたり，生活を助けたり，個人的な充実感を味わうためにもテクストを利用するので
ある。今日の子どもたちは聴覚・視聴覚・電子メディアに手を伸ばしているので，多くの
子どもたちは，自由時間にすることとして本を読むために，まず動機づけられなければな
らない。ある子どもの動機づけを維持し，別の子どもの動機づけを構築するために，絵本
における文学や，児童図書，子ども雑誌が最初から授業に関係づけられるべきであろう。
全学年において，▼散文テクストや詩を朗読・発表すること，習得したテクストを舞台風
の演技に転換すること，そして学校生活を形成することも授業に規則正しく組み込まれる
べきである。幾つかの詩がそれぞれの学年で暗記されなければならない。一冊全部を消化
することは，教科統合的なプロジェクトに向いている。さらに，この学習領域のもう一つ
の重要な課題は，聴覚・視聴覚メディアをテクストとして取り上げ，消化し，適切に利用
する能力を身につけさせることである。
学習領域「言語を調べよう」の課題は，言語表現能力の多様性を広げ，言語の多様性に
出会い，子どもたちに意識的で計画的な言語使用を可能にすることである。また，それを
超えて，彼らの注意が，表現された内容から言語手段それ自体へ向けられねばならない。
文法的知識を習得する際に，言語と行為的に交わりながら，子どもに合った言語状況から
出発して，文法的知識の構造や機能に対する洞察が仲介されることが顧慮される。その際，
術語は前面には位置しない。最重要の文成分を用いた多面的な練習を通して，造語，文の
変形，文の拡張の可能性が開かれるべきである。
学習領域「書くこと」の課題は，文字という文化財への入門と，文字を用いながら行為
する可能性の展開である。文字は，学校で習得される単なる文化技術ではなく，子どもの
精神的発達を促進し，それによって学校での学習を特別な仕方で促進する。その際，以下
の三つの原理が考慮される。：
一　書くことは形成することを意味する。（部分学習領域：書くことと形成すること）
－　書くことは話し言葉の直接的な置き換えではない。（部分学習領域：テクストを書く）
一　書くことは社会的慣習にしたがう。（部分学習領域：正書法）
部分学習領域「書くことと形成すること」の課題は，子どもの書ぐ能力を発達させ，形
式を整えて文字を書くように導くことである。
書く技術の習得と並んで，文字の美的観点も考慮され，個人的な筆跡の発達も目標とな
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る。筆記体の基本形式から出発して，ラテン起点文字，学校起点文字，あるいは簡略起点
文字が展開される。それぞれの子どもに対して，彼らが学んだ起点文字は，基礎学校の間
は交換されてはならない。それによって，転校してくる子どもや留年する子どもが，別の
起点文字に馴染めないような状況が生じないことが保証される。どの起点文字をその学校
の書き方教育の基礎にするかということは，職員会議で決定する。
書くことを学び始める時にすでに，正しい姿勢や手の動かし方が顧慮される。その際，
子どもが坐っているときの適切な高さも一つの役割を果たす。練習や適切な筆記用具を選
択する場合に，左利きの子どもへの特別な配慮か必要である。適切な個人的な手の動かし
方が経験可能なものとなるべきである。
よどみなく書くこと，読みやすさ，テクストの美しい形成をよりよいものにするために，
第3・4学年でも，取り立て練習が提示されなければならない。教師によるお手本となる
文字形成形式から出発して，全ての教科において，綿密で見通しのきく文字を用いた作業
の形成に価値がおかれるべきである。
部分学習領域「テクストを書くこと」の課題は，子どもたちが体験や希望，願望を言葉
で表現する理解可能なテクストの形成へ一歩いっぼ導き，書くことを通して，体験したこ
と，観察したもの，考えたことを保存する手段を創造することである。第1学年で書くこ
とを学び始めたばかりの子どもの短いテクストも，第4学年の子どもの上出来のテクスト
と同様に，その価値を認められる。
書くことを学ぶことにとって，書かれたテクストだけが興味深いとは限らない。むしろ，
書くことの過程は，学校での教授一学習の中心に位置する。この意味で，一つひとつの訂
正は，自助を助けるものとして理解され得るべきであろう。子どものテクストは，物語り
ノートや本へ編成されるとき，特別な意味を含んでいる。
部分学習領域「正書法」の課題は，規範に則して書くことを確実に習得することである。
このことは，読むこと・書くことの局面で始まり，基礎学校期の終わりにもまだ完成しな
い多層的な過程である。正書法の教育課程において努力される目標は，他の領域，とりわ
け学習領域「言語を調べよう」との密接な連関の中で達成される。正書法教育は，学習指
導要領の中で唱えられている目標および内容を超えて，全ての教科の授業原理として顧慮
される。
正書法に対する基本条件は，認知能力，注意力，集中力の鍛錬であり，音声構造，造語，
文構造の規則性への最初の洞察である。規則正しい，多様な，意味連関を守りながらの練
習が重要である。ディクテーションに用いるテクストは，内容的に理解可能なものであり，
子どもに合わせて作られるべきであり，正書法上の難点を多く含むべきではない。訂正や
書き直しも，誤りやすい箇所を重点的に行われ，辞書の関係づけもなされるべきであろう。
正書法の習得に特に困難をおぼえている子どもは，時期を失さないうちに，意図的で分化
的な措置を受け取るべきである。
国語科の各学年のカリキュラムは，目標提示にしたがってまず基盤が，次いでそれぞれ
の内容に関わる学習領域，それに引き続き学習の技術が引き合いに出されるようにして構
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築されている。それぞれの学習領域の末尾に挙げてある「練習」のところでは，基本的能
力育成のために絶えず繰り返して差し出されなければならないようなものが専ら問題とな
っている。けれども，全ての学習材が練習材でもあることが認められる。
教師は，統合的国語科授業（DerverbundeneDeutschunterricht）の意味で，異なる学習の重
点を持つ様々な学習領域から取り出された目標と内容を含む主題単元を設定すべきである。
（原典資料の【総則】編にあたる「教育一陶冶任務」の部分から引用。pp．19～22）
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